
｜認知機能の変化を捉える評価ツール
の開発研究に

参加してみきせんか？ ●
現在、日本では、認知症人□の増加に伴い、様々な研究が進めら

れていますが、中でも私たちは、認知機能の軽微な変化を捉えるこ

とを目的とした、タッチパネル式の簡易な評価ツールの開発に取り

組んでいます。そのために、健康な高齢者の方ﾉﾏのご協力が必要で

あると考えています。皆様方のご協力をお願い申しあげます。

｛募集内容I

・年齢60歳以上で健康な方を募集いたしきす

｡叙ツチパネル式｢脳活バランサー｣と簡易芯心理犠査を行いきす

｡所零時間は､1時間半(個人差あM)を予定して命ilきす

｡日時と実施場所については.協力者様のご都合に合わせて個別に設

定いだしきす

。ご協力いだだけだ方にIさ､協力金として1000円を窃漉しいだしきす

塗
【研究にご協力いただける方へ】

氏名。年齢をお書き添えの上、下記のメールアドレスにご連絡いただくか、

お電話ください。＊下記の朴（パク）宛てにご連絡ください。

alzheimer@reha.kobegaku伽.ac.jp
：078‐974－5094

*協力希望者が予定数に達した際には、お断りする場合がありますことを
ご理解の上、ご応募ください。

【研究代表者氏名・所属】
:前田潔・神戸学院大学総合リハビリテーション学部

【研究実施者氏名。所属】
:林白順さ神戸学院人学総合リハビリテーション学部

実施者氏名。所属】
白順さ神戸学院大学総合リノ
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